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【辞書は役に立つ】

パソコンでモバイルと言えば軽やかに飛び回る響きがある。し

かし実態は、付属品と一緒にパソコンを持ち歩くため重い。電

子メールを使うだけならば、もっと軽く済む方法がある。せっか

くパソコンを使うのだから、ほかのソフトも活用したいものだ。辞

書はパソコンを有効に使える候補の1つである。英語のメールを

書く機会が増えているから、英和・和英辞書があれば移動中で

も便利に違いない。例文がたくさん載っている辞書はサイズの大

きい書籍だから、パソコンで兼用できれば助かる。

パソコンショップには書籍コーナーでなくソフトのコーナーに

辞書がある。その中にはハードディスク収納型と銘打った製品が

ある。そういえば辞書はCD-ROMに入れて使うものが多い。私

は紙の辞書で愛用している大修館の「ジーニアス英和辞典」を

使ってみたい。大修館のCD-ROM （英和＋和英）

を購入し、CD-ROMをソースネクストの「携

速98」でディスクに収納して試した。

ここで気になるのが値段である。ジー

ニアスのCD-ROMが9,000円、携速

98は11,800円。本屋さんに並んでい

る紙の辞書はジーニアス英和辞典が

2,850円、和英辞典が3,250円である。

比べてみるとCD-ROMの辞書が高い。

しかし書籍の辞書には革装というのがある。

英和が4,400円、和英が4,800円。これを合

計するといい勝負となる（いずれも税抜き価格）。

【検索が早い】

革装に匹敵する値段のCD-ROMを買ったからには、おおいに

活用すべきだ。まず検索の速度は、携速98の効果もあるのだろ

う。十分に満足できる。紙の辞書を手で引くよりも速い。

次に電子辞書の特徴を生かした「複合検索」で例文を検索し

てみる。knowとthatの2語を入力して「複合検索1」を実行す

ると、この2語を含む例文が検索できる。2語の出現順序には関

係しないので、We all know （that） he is a great actor.とい

う例文と同時に、逆順に出現するThey answered （me）

（that） they did not know me.という文も出る。また、Thatが

先頭にあるThat's all he knows about it.という文も同時に出る。

いかにも機械的な検索結果であるが、全部見つかるのだから明快

である。「複合検索2」は成句の検索である。

昔から考えていたのだが、英和辞書の内容を高速に検索でき

るならば、実は和英辞書として使える。まず日本語の単語を入

力し、その単語で英和辞書の記述内容を全文検索する。日本語

の単語に該当する箇所の英単語を表示すれば、和英辞書の機能

が実現される。さっそくジーニアスのCD-ROMに日本語を入力

して単語検索をしてみよう。その結果は、残念というか当然とい

うべきか、日本語を入力するとCD-ROMに収録されている和英

辞典のほうが自動的に検索されてしまう。英和辞典を日本語で

引く実験はできない。このジーニアス和英辞典は、それなりに工

夫が凝らされている新しい和英辞典なのだが……。

【活用したい「英和活用大辞典」】

携速98の適用対象がジーニアスだけではもったいない。音楽

CDも扱えるらしいけれども、今回は辞書をもう1つ試そう。研

究社の「英和活用大辞典」のCD-ROMがある。この辞典は名

前を聞いただけではご利益がまったくわからない。英

語の書名はDictionary of English Colloca-

tionsという。コロケーションという用語を、

ジーニアス英和辞典で引くと「連語」と

ある。つまり単語の並びを集めた辞書

のようなものである。

この辞書には隠れたファンがいると思

う。ほかには類似品がない。どのよう

な場面で使うのかと言うと、前置詞の

選択に迷うとき、たとえば「予算の見積

額」はestimate of the budgetなのか、それ

ともestimate for the budgetなのか。「活用辞典」

を使って「和英前方一致」で「見積」と入力すると、「見積も

る（estimate）」など10項目が見つかる。その中から「見積も

り額」のestimateを選択する。このあとが特徴的である。esti-

mateの画面の中で【＋前置詞】を選ぶ。そうすると例文が表示

されて、estimate for the budgetと判明する。そのほかにもesti-

mate＋前置詞のパターンがたくさん並ぶ。普通の辞書のように

意味で配列するのではなく、文のパターンで割り切って配列して

ある。辞書というよりも例文集と言ったほうが雰囲気が伝わる。

活用辞典が表示する例文は、実際に使用されている英語の文献

から収録されたものである。私たち日本人にはありがたい情報だ。

この活用辞典は、上の例題でもわかるように、英和としても和英

としても検索できる。書籍としての活用大辞典は英和式に配列

されている。このCD-ROM版によって和英式の検索が可能にな

った。また細かいことだが、英和モードではパソコンのキーボー

ドが直接入力に、和英モードでは日本語入力に切り替わるのも

配慮が行き届いている。
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